


■ 修了生の感想

認知症まちづくりファシリテーター講座 プログラム 

※まちづくり事業の最新情報や、修了生イン
タビュー（社会福祉士、作業療法士、図書館
職員）記事などを掲載しています。ぜひ、ご
覧ください。
http://dfc.or.jp/machi 

⒈ オープニング

⒉ 手法の理解と体験

⒊ 実践準備

⒋ ファシリテーション実践！
全国各地から集まった参
加チームの自己紹介を行
い、受講生同士の関係性
を作ります。

認知症まちづくりを進め
るための 6 つの対話手法
を紹介。講師のファシリ
テーションの体験を通じ
て、手法や適用シーンに
ついて理解を深めます。

参加チームごとに、自分
たちの地域で認知症まち
づくりを進めるための問
い を 考 え、30 分 の ミ ニ
セ ッ シ ョ ン を 設 計 し ま
す。

DAY 1 で 設 計 し た セ ッ
シ ョ ン を チ ー ム で 実 践。
ファシリテーションしな
い時は、他のチームのセッ
ション参加者となります。

30 分 ミ ニ セ ッ シ ョ ン の
ファシリテーションと他
チームのセッションへの
参加を通して得た気づき
や学びを振り返ります。

自分たちの地域でどのように認
知症まちづくりを進めていきた
いか、ネクストステップを検討
します。それぞれのネクストス
テップを共有し、地域を超えて
一緒に認知症まちづくりを進め
ていくことも考えます。

⒌ 実践の振り返り

⒍ ネクストステップ作成

DAY 1 DAY 2

■ 「まちづくり事業」
 • 基礎編「︎認知症にやさしいまちづくりの始め方」（個人参加 / 半日）
 • 応用編 「認知症まちづくりファシリテーター講座」（チーム参加 /2 日間）
 • 実践編 「まちづくりワークショップ」（テーマ別）

東京都町田市 
森 光輝さん ( 高齢者施設 企画室長 ) 
第 1 回 認 知 症 ま ち づ く り
フ ァ シ リ テ ー タ ー 講 座 に、
行政職員・地域介護職員の
チームで参加。受講後、ス
ターバックスでの「まちだ
認知症 D カフェ」（写真）を
開催、認知症当事者と作る

「まちだアイ・ステートメン
ト」作りや「まちだ D サミッ
ト」の運営に関わる。

◎ 地元は問題だらけとは思っていたが、この講座に参
加することで、何が問題なのかがはっきりとした。具
体化した一歩が踏み出せた。

　　　　（介護付き有料老人ホーム / 女性）

◎ ２日間を経て、まちづくりの考え方や捉え方が変
わった。認知症を取り巻く課題のみならず障害や貧困
も含め、地域全体から「認知症にやさしいまちづくり」
を展開していきたい。地域別懇談会を開催しているが、
今年はよりパワーアップさせたい。

　　　　　　　　　　　　（社会福祉協議会 / 男性）

◎ 講座を通して何に取り組むのか整理でき、明確になっ
たのが良かった。こういう対話の手法もあるのだと地
域の専門職に伝えたい。上手な空間づくりなどもっと
学びたい。

　　　　　　（自治体職員 / 女性）

■ 修了生の、活動と地域のその後　

「行政や地元のお店など、まちの人達と活動を
行うと、さまざまな意見や準備が広がっていく
ものです。そんな時、認知症まちづくりファシ
リテーター講座で学んだ、『問いの共有』が活
きました。何のための活動か、メンバーで立ち
戻って考えを再確認することで、チームワーク
が強まり、プロジェクトを実行できました。
　まちづくりを続けるには、人を頼って、人を
巻き込まないと、みんなの目標を達成できない
と思います。だからこそ、人と人とつなぐハブ
の役割が大事です。自分から、相手の状態に合
わせないと、人と人をつなぐことはできません。
講座の後、相手を知ること、その人を理解する
ことを、すごく意識するようになりました。

◎ 全国のトップランナーと知り合えて嬉しい。みんな
の事業から刺激をうけたい。　　　

（自治体職員 / 男性）

写真前列右・森さん

認知症の人が住み慣れた地域の多様なステークホルダーと連携し、新しい解決策を創造
していくために必要な「問いづくり」と「ファシリテーションスキル」を学んでいきます。


